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　　　募金活動にご協力いただいた学校・事業所からの贈呈式の模様です。
　　　募金金額、配分内訳などは６～７ページの「愛ちゃん希望くんだより」をご覧ください。

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金運動ご協力ありがとうございました。

　社会福祉協議会は地域福祉の要として、多くの

人々の善意に支えられ、福祉事業活動を行ってい

ます。住み慣れた町（地域）で安心して、生活で

きるよう、みんなで互助の心をはぐくみ、支え合

い、福祉の「まちづくり」を推進しましょう。

棚倉小学校　様

社川小学校　様

高田産商㈱　様

高野小学校　様

棚倉中学校　様

棚倉ライオンズクラブ　様
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令和５年度棚倉町社会福祉協議会　事業計画・予算の概要
　令和５年３月１５日に理事会を２４日に評議員会を開催し、令和５年度事業計画及び予算を審議決
定いたしました。

【基本方針】
　今日の社会福祉を取り巻く環境は、急速な人口減少と少子高齢化や核家族化の進行、地域のつなが
りの希薄化などにより、社会や家族の姿は大きく変化し、生活や福祉に対する課題も多様化しています。
　わが国では、地域福祉の充実を通して地域共生社会の実現に向けた支援体制づくりが進められてお
り、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会の実現を目指しています。
さらには、相次ぐ自然災害の中で、日常的な住民同士のつながりが災害時に大きな力を発揮すること
をこれからの地域づくりに活かしていく必要があります。
　この様な中、当協議会におきましては、住民主体の理念に基づき、地域の福祉課題の解決に取り組
み、福祉施設や民生児童委員はもとより、保健、医療の各関係機関・団体等と連携・協力しながら安
心して暮らせる地域づくりを進めて参ります。
　特に、地域包括支援センターを核として、住民同士の支え合い、助け合い、見守りを基本とした生
活支援体制整備事業の推進を図ることで、住み慣れた地域で自分らしい生活が続けることができるよ
う「地域包括ケアシステム」の構築に向け取り組んで参ります。
　また、ボランティア活動や地域サロン事業の推進を図りながら、地域に暮らす住民への支援、居場
所づくり活動など地域に根付いた支援活動を積極的に進めることで、住民の主体的な取り組みを支援
して参ります。
　一方、居宅介護等の福祉サービスについては、提供する事業者として職員の資質向上を図りながら、
要介護者へ質の高い福祉サ－ビスを提供し、日常生活の支援と自立を支援して参ります。

【予算及び事業内容】� （単位：千円）
区　　分 本年度予算 主な事業内容

法人運営事業 17,569 1．事務局運営費（人件費、事務費、管理費）
2．団体事務

地域福祉活動事業 9,046

1．地域福祉ネットワーク活動（見守り、声かけ活動、地域サロン活動等）
2．心配ごと相談事業（弁護士及び民生委員）
3．福祉バス貸出事業
4．奨学資金給付事業（ひとり親家庭の高校生を対象）
5．生きがい活動支援通所事業
6．ボランティアセンター事業

資金貸付事業 3,555
1．県社協生活福祉資金の貸付業務
2．町社協生活福祉資金（1件50,000円限度10 ヵ月償還）
3．町社協高額療養費の貸付

共同募金配分金事業 2,792

1．障がい者のための自動車燃料費助成
2．夏季見舞金の贈呈
3．歳末たすけあい募金配分金贈呈
4．高齢者交流会の開催
5．ひとり暮らし高齢者への火災報知器の貸与
6．�福祉団体への助成（老人福祉活動助成、障がい者福祉活動助成、児童･青少年福祉活動助
成、母子･父子福祉活動助成、福祉育成・援助活動助成、ボランティア活動育成事業助成）

7．行路人援助
福祉サービス利用援助事業 2,777 1．日常生活自立支援事業（あんしんサポート事業）

居宅介護支援事業 26,679
1．要介護者の居宅サービス計画（ケアプラン）の作成と管理業務
2．要支援の介護予防サービス計画作成及と管理業務
3．要介護認定調査

地域包括支援センター事業及び
生活支援体制整備事業 45,652

〇地域包括支援センター事業
　1．介護予防マネジメント業務
　2．総合相談支援業務
　3．権利擁護業務
　4．包括的・継続的ケアマネジメント
　5．地域包括支援ネットワークの構築
　6．認知症総合支援事業
　7．地域務ケア会議の実施
〇生活支援体制整備事業
　1．協議体の設置
　2．生活支援・介護予防サービスの把握及び創出
　3．高齢者支援ニーズの把握
　4．ネットワークの構築
　5．地域の支援ニーズとサービス提供主体の活動のマッチング
　6．サービス・支援の担い手となるボランティア等の養成
　7．「地域サロン」の開催

支出合計 108,070

収入合計 108,070

会費収入 1,625　　寄付金収入 2,044　　経常経費補助金収入 13,555
受託金収入 39,490　　貸付事業収入 300　　助成金収入 44 
共同募金配分金収入 2,792　　介護保険事業収入 31,500
障害福祉サービス等事業収入 82　　受取利息配当金収入 3　　その他の収入 19
基金積立資産取崩収入 6,670　　前期末支払資金残高 9,946
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役員紹介
　令和４年１２月民生児童委員協議会一斉改選に伴い、新たな理事・監事・評議員を選任し、地域福祉
の進展のためのご支援、ご協力をお願いいたしました。また、退任された皆様には、社協活動へのご理
解とご協力いただきましたことに深く感謝申し上げます。

理　　　事　
任期：　令和４年１２月２３日（選任日）から令和４年度決算に係る定時評議員会の終結

の時までとする。

氏　　名 備　　　考

理　　事 秋山　喜久男さん 民協会長

監　　　事　
任期：　令和４年１２月２３日（選任日）から令和４年度決算に係る定時評議員会の終結

の時までとする。

氏　　名 備　　　考

監　　事 田中　喜一さん 民生委員

評　議　員
任期：　�令和４年１２月２３日（選任日）から令和６年度決算に係る定時評議員会の終結

の時までとする。
氏　　名 備　　　考

評議員 松本　善光さん 民協職務代理者

評議員 安齋　正昭さん 民協　副会長

評議員 割栢　行夫さん 民協　副会長

評議員 和知　昭さん 民協　副会長

評議員 角田カツヨさん 民協　監事

評議員 金澤　昭男さん 民協　監事

評議員 松井　徹さん ほたるの里施設長

しあわせ指定居宅介護支援事業所

～介護認定審査会とは？～
　介護認定審査会とは、市町村の附属機関として設置され、要介護者
等の保健、医療、福祉に関する学識経験者によって構成される合議体
です。
　認定調査に基づいた全国共通のコンピューターによる「一次判定結
果」と「主治医意見書」をもとに公平かつ公正に審査され、どのくら
いの介護を必要とするのか要介護状態区分（自立度の高い順から非該
当、要支援１・２、要介護１～５）が判定されます。市町村は、判定
結果に基づき、要介護の認定あるいは非該当の決定を行うことになり
ます。
　次回は、認定結果の通知等についてご紹介いたします。

※介護支援専門員が住み慣れたご自宅での介護保険サービス等利用のお手伝いをします。
どうぞお気軽にご相談ください。

☎３３－２６２３　（担当：江戸・安久津・西牧・土屋）
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　『たなちゃんカフェ』は認知症の方やその家族、認知症について興味がある方など地域のどなた
でも参加ができる交流の場です。今年度も定期的に開始しますので、お気軽にご参加ください。

　修明高等学校１年生（４クラス）を対象に認知症サポーター養成講座
を開催しました。
　町内の福祉・介護に関わるスタッフが講師となり、認知症の症状や対
応方法について理解を深めることを目的に授業を行いました。寸劇を通
して生徒の皆さんにも認知症の方への対応の仕方を考えていただき、グ
ループワークでは活発に意見交換をすることができました。
　また、講師からはそれぞれの仕事の紹介があり、福祉や介護に関する
様々な職種を知ってもらうきっかけとなりました。

　12 月９日塙厚生病院と保健センターをオンラインでつなぎ
心療科野崎途也医師、連携室井出尚史さん、心療科看護師兼
田彰央さんによる講話と相談会を行いました。初めての試み
でしたがみなさんからたくさんの質問が上がり、先生方には
ひとつひとつ丁寧に答えていただきました。今年度も病院と
連携して開催する予定です。
　１月 24 日には家族介護者の会「亀楽の会」会員と参加者と
の交流会・座談会を実施し、体験談や今後心配なことなどそ
れぞれの思いを共有しました。「たなちゃんサポーター」によ
る体操や脳トレ、認知症と物忘れに関する違い等のミニ講座
も行いました。

～生徒からの感想～
◦�自分の家族はまだ認知症じゃないけれど、これから先そうなった
ときに家族のことを理解して支えることのできる人になりたい。
◦�認知症がどういったものなのか、どう対処すればいいのか、具体
的な方法も理解することができた。もし家族の中でそうなってし
まった場合に、正しい判断ができればと思う。
◦�将来介護福祉士の資格を取得して人の役に立ちたい。声のかけ方
や接し方を知れたので今後の生活に活かしていきたい。

第 2 回 ・ 第 3 回　～たなちゃんカフェ～第 2 回 ・ 第 3 回　～たなちゃんカフェ～

新たに 109 名の認知症サポーターが誕生しました！

 こんにちは！
   地域包括支援センターです
～地域包括支援センターは、高齢者又はその家族等のなんでも相談窓口です～～地域包括支援センターは、高齢者又はその家族等のなんでも相談窓口です～

　　☎３３－７８１１ ※休日や夜間も電話転送により応対しています。

受講者には認知症の方やその家
族を温かく見守るサポーターの
証となる『オレンジリング』が
配られました。
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生活支援コーディネーターだより
☆ 高齢者買い物支援ツアー ☆　

　高齢になっても住み慣れた地域で暮らし続けることができる地域づくりに向けた活動のひとつとし
て、ひなたぼっこ（棚倉町協議体）では『買い物支援ツアー』を実施しています。
　昨年も参加した方がご友人を誘って参加して下さるので、新しい参加者も増えてきています。仲良
し同士での参加や、久しぶりの再会に車内はなごやかです。ボランティアの皆さんとも顔なじみにな
り、人と人とのつながりも広がってきていると感じます。
　歩行に不安がある方も、ボランティアが付き添って、荷物の運搬等もお手伝いします。今年度も年
間８回実施予定なので、お気軽にご参加ください♪

　１月１８日、松本喜一氏（社会福祉士会 会長）を講師に招き、
スーパービジョンの研修会を開催しました。町内のケアマネ
ジャーなど、16 名が参加しました。
　『スーパービジョン』とは、医療や介護の現場などで用いら
れている助言や指導の方法のことです。家族関係が複雑な事
例をもとに、本人や家族との関わり方や支援のポイントを知
ることで、自分たちが事業所内で助言者や指導者の立場になっ
た際にも役立つ視点について学びました。
　参加者から「家族関係について対応に悩むことが多いため、
大変参考になった」「困難なケースをひも解いていくプロセス
を知り、勉強になった」との感想が聞かれました。

より良い支援のために 『実践スーパービジョン研修会』 開催

【問い合わせ】棚倉町地域包括支援センター（担当：後藤、西牧(和)、円谷、川崎、小林）

大好評！

★エコス棚倉店★
◦棚倉地区（１２月１２日）　　　　　　　　　◦社川地区（１２月２３日）

★ヨークベニマル棚倉店★
◦高野地区（２月１３日）　　　　　　　　　　◦近津、山岡地区（２月２４日）
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・近津小学校　　　　 　　・修明高等学校　　　　　　　・あいタクシー㈱
・㈱アイディアポケット　　・周　　　　　　　　　　　　・アルビー㈱棚倉営業所　・エコス棚倉店
・ウエルシア東白川棚倉店　・海老屋運送㈱　　　　　　　・オーエヌエラストマー　・岡工務店
・カーブス　　　　　　　　・介護老人保健施設志宝台　　・カンスイ　　　　　　　・介護ランド志宝台
・グループホーム上志宝台　・グループホーム下志宝台　　・キコー㈱　　　　　　　・ケーズデンキ棚倉店
・近藤製作所㈲　　　　　　・コバヤシ㈱　　　　　　　　・酒井電設㈲　　　　　　・サミット㈱　
・県南農林事務所森林林業部・白河信用金庫棚倉支店　　　・新富家　　　　　　　　・㈱シーズ
・㈱シーズオート　　　　　・ＪＡ東西しらかわ本店　　　・ＪＡ東西しらかわいきいき福祉センター
・ＪＡ東西しらかわ農業協同組合棚倉支店　　　　　　　　・ＪＡ東西しらかわ農産物直売所みりょく満点物語

　赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金運動に
毎年ご協力を賜り感謝申し上げます。

令和４年度の募金金額、配分内訳をご報告いたします。

募金活動にご協力頂いた学校・事業所（五十音順敬称省略）

募金型自動販売機
　保健福祉センター内に設置されている募金型自動販
売機の売上げの一部は福島県共同募金会へ送金されま
す。４年度は１８，２１７円が棚倉町共同募金委員会
の募金実績になります。
募金型自動販売機設置については、棚倉町共同募金委
員会（☎３３－２６２３）までご連絡下さい。

　お寄せいただいた募金は、一旦福島県共同募
金会へ全額送金します。
　赤い羽根共同募金は、翌年度県内社会福祉事
業と棚倉町に配分され、各種団体への助成、 夏
季見舞金贈呈事業、 ボランティア活動保険料、 
身体障害者自動車燃料費助成事業等への助成金
として使われます。
　また、歳末たすけあい募金も、当年度の歳末
見舞金贈呈事業に使われ、翌年度の夏季見舞金
贈呈事業、社協広報発行料、高齢者交流会開催、
火災通報システム業務委託料、地域サロン活動
等の地域福祉活動支援に役立てられます。

赤い羽根共同募金　目標額1,949,000円 歳末たすけあい募金 目標額2,086,000円
募 金 内 訳 件　数 募　金　額 件　数 募　金　額
戸 別 募 金 ３，３３４世帯 １，６６７，０００円 ３，３５５世帯 １，３４２，０００円
法 人 募 金 ２件 １５，０００円 ４件 ９０，０００円
職 域 募 金 １９件 ３６，０５４円 １０５件 ６４９，２１２円
学 校 募 金 ６件 ２７，７５９円 ６件 ２２，２０８円
イベント募金 ０件 ０円 ０件 ０円
個 人 募 金 ０件 ０円 ０件 ０円
その他の募金 ５件 ４８，１９１円 ０件 ０円
合 　 　 計 １，７９４，００４円 ２，１０３，４２０円

配　分　内　訳
件　名 配分対象 配分額

生活困難世帯 １３世帯 １０４，５５０円
施 設 配 分 ９施設 ７００，５５０円

配　分　金　計 ８０５，１００円
福島県共同募金会へ送金
（令和３年度地域福祉事業費）

１，２９８，３２０円

合　計 ２，１０３，４２０円

配　分　内　訳
全額福島県共同募金会へ送金
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・寿恵園　　　　　　　　　・杉山胃腸科外科皮膚科　　　・スズキ製作所㈱　　　　　・棚倉田舎倶楽部
・棚倉警察署　　　　　　　・棚倉自動車学校㈱　　　　　・棚倉消防署　　　　　　　・棚倉森林管理署
・棚倉保育園　　　　　　　・棚倉町商工会　　　　　　　・棚倉町役場　　　　　　　・棚倉郵便局
・谷電機工業㈱福島工場　　・田村組㈱　　　　　　　　　・大東銀行棚倉支店　　　　
・ダイユーエイト棚倉店　　・㈱テクニカルタテノ福島工場
・データ・アシスト　　　　・東邦銀行棚倉支店　　　　　・東洋シャフト㈱福島棚倉工場
・東石通運㈱　　　　　　　・東白川郡森林組合　　　　　・トヨタカローラ福島㈱棚倉店
・トヨペット㈱棚倉店　　　・ドリーム＆ホープ　　　　　・光建設㈱　　　　　　　　・福島銀行棚倉支店
・日本精工福祉基金福島支部・発達支援センターたなぐら　・パッケージプラザ戸田棚倉店
・深谷クリニック　　　　　・福島県農業共済組合　　　　・富士電業社㈲　　　　　　・ほたるの里
・日立オートモティブシステムズハイキャスト㈱福島事業所・福島交通㈱福島営業所　　・藤田石油㈱
・福島県社会福祉協議会生活自立サポートセンター県南事務所　　　　　　　　　　　　・藤田組㈱
・藤建技術設計センター㈱　・藤田建設工業㈱　　　　　　・藤田建設工業㈱藤の会　　・水谷工業㈱
・ホンダカーズ東白川棚倉店・丸栄コンクリート工業㈱福島工場　　　　　　　　　　　・緑川建材工業㈱
・丸栄コンクリート工業㈱福島工場　　　　　　　　　　　・三森電機㈱棚倉営業所　　・村越機型製作所㈱
・目黒プレス工業㈱　　　　・森本建設㈱　　　　　　　　・㈱モンブラン　　　　　　・社川郵便局
・ヤマト運輸㈱棚倉営業所　・八溝マテリアル㈱　　　　　・ユニ・フーズ㈲　　　　　・ルネサンス棚倉㈱
・ユニチャームプロダクツ㈱　・ヨークベニマル㈱棚倉店　　・棚倉町社会福祉協議会

ありがとうメッセージ
　この度は、歳末たすけあい募金配分金を賜りましてあ
りがとうございます。配分金は、入所している子どもた
ちの快適な生活が送れるよう環境整備などに活用させて
いただきます。

皆様からの善意に感謝し、家庭の代わりとして施設で
暮らす子どもたちや地域で暮らす子どもたちのために努
めてまいります。

今後とも、支援を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人　堀川愛生園

棚倉保育園　棚倉保育園　

なごみなごみ

寿恵園寿恵園

ドリーム & ホープドリーム & ホープ

久慈会久慈会

発達支援センターたなぐら発達支援センターたなぐら

ほたるの里ほたるの里

周周
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　１２月５日、大屋弘子氏（親業訓練協会シニアインストラク
ター）を講師に招き、スキルアップ研修会を開催しました。東白
川郡４町村から傾聴ボランティア会員３１名が参加しました。
　相手の心を開く基本姿勢について、大切なのは『能動的な聞き
方：相手の話の内容や気持ちを確認しながら、心のキャッチボー
ルをすること』であるとお話がありました。ロールプレイングを
通して、現場で実践できる具体的な対応についても学ぶことがで
きました。
　会員の皆さんからは、「コミュニケーションの大切さを再確認で
きた。コロナ禍で他町村との交流が減っていたので、久しぶりに
交流ができ良かった」と感想が聞かれました。

傾聴ボランティア　４町村合同研修会傾聴ボランティア　４町村合同研修会

ボランティアセンター
～ボランティアでつながる地域づくり～

たなぐら雛の会たなぐら雛の会
　今年もたくさんの作品を保健福祉センター談話コーナ―に飾ることができました。今年度は感染対
策をとりながら、毎月集まりコツコツと作品を仕上げていきました。正面の７段飾りには今年の干支
である『兎』のお雛様が飾られ、細部まで丁寧に仕上げられた作品の数々が見に来た方を楽しませて
くれました。

講話 『大切な人と心を通わすコミュニケーション』

～心と言葉のキャッチボール～
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いきいきくらぶボランティア

☆いきいきくらぶ：ゴスペルシンガーズ、寿凰会の皆さん、食生活改善サポーターパプリカ
☆棚倉サウンドテーブルテニスクラブ　　　☆音声コードの会・たなぐら
☆傾聴ボランティア：ほほえみ会　　　☆買い物支援ツアー：ひなたぼっこ（棚倉町協議体）
☆雑巾ボランティア：たなぐら雛の会の皆さん、小林　章子さん
　　　　　　　　　　武地えい子さん、今井榮子さん

１月から３月まで活動して頂いたボランティアの皆さま

ご協力ありがとうございました。
ボランティアをやってみたい、ボランティアに関心がある方はお問い合わせ下さい。

お問い合わせ：棚倉町社会福祉協議会　ボランティアセンター
０２４７－３３－２６２３　　担当：小林

♪ ゴスペルシンガーズ

　１２月６日、７日、８日の３日間、指導者の岡倉ゆかり先生、代表志賀栄子さんが率いるゴスペル
シンガーズの皆さんが素敵なハーモニーを奏でてくれました。いきいきくらぶの皆さんは歌に合わせ
てタンバリンを打ちリズムに乗るなど楽しいひと時を過ごしました。

　１月２４日、３月８日・９日の３日間、寿凰会の近内カネさん、星仁子さん、金沢婦美子さん、増
子富美子さんに踊りを披露していただきました。華やかに踊りに、『すごいね～綺麗だね』と話され、
皆さん熱心に見入っていました。

日本舞踊　岩見流　寿凰会
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お　知　ら　せ　コ　ー　ナ　ー
《　心配ごと相談　》

【民生委員による相談】　日時　　毎月第２月曜日午前９時～正午（祝祭日の場合は翌日）
　　　　　４月１０日　　５月　８日　　６月１２日　　７月１０日　　８月１４日　　９月１１日
　　　　１０月１０日　１１月１３日　１２月１１日　　１月　９日　　２月１３日　　３月１１日
【弁護士による相談】　　日時　　毎月第３木曜日　午前１０時３０分～午後３時
　　　　　４月２０日　　５月１８日　　６月１５日　　７月２０日　　８月１７日　　９月２１日
　　　　１０月１９日　１１月１６日　１２月２１日　　１月１８日　　２月１５日　　３月２１日
　　※あらかじめ電話【３３－２６２３】で予約をしてお越しください。
　　※電話による受付予約は、前日　９時　～　１７時まで　
　　　　　　　　　　　　　　当日　９時　～　１２時まで　　とします。
　　※来所による受付は、当日午前９時～午後３時までとします。
　　※相談については秘密を守ります。　　　※相談は棚倉町保健福祉センター内相談室で行います。
　　※無料で相談に応じますのでお気軽にご利用下さい。

◆新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止とする場合があります◆

ご寄附
　社会福祉に役立ててくださいと、多くの方々から善意の寄附金が寄せられました。
　深く感謝申し上げます。（令和４年１２月１３日～令和５年３月20日）

♥日赤棚倉町分区に寄付
　　　　棚倉中学校様
　　　　トルコ・シリア地震義援金として

佐藤　勝久様　城　跡　　和知　秀一様　中山本　　石井　安弘様　上　台　　石井　利郎様　下　町
金澤　正一様　八　槻　　金澤　鉄俊様　中居野　　鈴木　康太様　花　園　　水野　広　様　水白田
松本　知一様　下手沢　　安久津　孝様　富　岡　　筧　　宏行様　　流　　　近藤　善一様　丸　内
藤田　誠　様　花　園　　松本　茂　様　寺　山　　秋山　広正様　強　梨　　八幡　知恵様　西中居
蛭田美智男様　岡　田　　鈴木　一永様　板　橋　　須藤　武雄様　桧　木　　原　　寿文様　富　岡
須藤　昭一様　玉　野　　須藤　常雄様　　堤　　　大竹とよ子様　寺　山　　渡辺　仁　様　　堤
下重　守平様　寺　山　　鈴木　成人様　寺　山　　岩鍋　昌子様　岡　田　　高宮　惠子様　新　町
小針　賢三様　関　口　　秦　　栄一様　逆　川　　伊藤　一彦様　堂ノ前　　近藤　芳文様　日向前
荘司　和彦様　八　槻　　沼野　謙一様　岡　田　

社会福祉協議会奨学生募集します
　棚倉町社会福祉協議会では、高等学校に在学する生徒（町内在住）を対象に奨学金の支給を行っています。
奨学金の月額　　７，０００円
人　　　　員　　若干名
応 募 資 格　　①ひとり親家庭の生徒
　　　　　　　　②�高等学校（県内）に在学し、品行が正しく学術にも優れ身体が強健であること。
　　　　　　　　③棚倉町に引き続き１年以上住所を有していること。
　　　　　　　　④経済的な理由により就学が困難と認められること。
　　　　　　　　⑤国、県、町または他の団体等から奨学資金を受けていないこと。
提 出 願 書　　①奨学生願書
　　　　　　　　②奨学生推薦調書
　　　　　　　　③所得証明書（前年分）・・・世帯全員分
　　　　　　　　④健康診断書　※提出書類①②については棚倉町社会福祉協議会にご請求下さい。
受 付 期 間　　令和５年４月１日から随時行っています。

～詳しくは棚倉町社会福祉協議会（☎３３－２６２３）までお問合せ下さい～


